
12 月 20 日 （ 火 ）

【　戦　　評　】 記載者氏名 青木　剛士

　お互いに相手の手の内を知り尽くした関東大学勢同士の対戦。
日体大はスローオフ後、佐藤のステップシュートで先制するも、
明大は相手のパスミスを確実に速攻につなげるなどしてすぐさま
逆転、さらにその後、明大は日体大のパスミス等につけ込み、
15分で８－４とリードを広げた。日体大は15分に細川が退場し
たもののこれを何とかしのぐと18分に明大吉野の退場、さらに
２度のPTを確実に決めて１０－７とし流れをつかみかけたに思
えたが、明大の吉野、門間らの得点により点差は開き、前半は１
９－１２で終了した。
　後半、日体大は立ち上がり相手のパスミスからの速攻を足掛か
りにした3連続得点、5分過ぎの明大滝澤の退場、クイックス
タートなどからリズムにのり、15分には２２－２３まで追い上
げた。一方、明大はその後再び門間、吉野らが得点を重ねること
で25分では６点差に広げることに成功。終盤日体大は積極的な
プレスディフェンスで勝負に出たが、最終的に明大が３４－２７
で日体大を振り切り、２回戦へ進出した。
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